
鴨川における自然環境等の取りまとめ方策について 

―あるべき姿を目指してー 
 
1. 目的 

 鴨川河川整備計画の中で、自然環境等へ配慮し進めるものと示しているが、整備範

囲は、鴨川における桂川合流から七条まで一部の区間であるものの、こと自然環境に

ついては、中流域を含む、様々な意見も聞かれる。 
また、鴨川は京都を代表する河川であり府民の注目も高く自然環境だけでなく景観

に関する意見等も多くある。 
このため、まず、河川管理者が把握している情報だけでなく、学識者などの研究テ

ーマや、地域や個人単位で関心の高い小さな植物群落などの情報を収集し、幅広く府

民の意見を聞くこととし、鴨川のあるべき姿の構築に役立てていくこととする。 
また、併せて鴨川の魅力発信として周辺の歴史的・文化的なものについても情報を

収集整理し、情報発信を行うこととする。 
 
2. 情報収集する対象範囲、項目等 
2-1 対象範囲 
  対象範囲は次のとおりとする。 

・鴨 川  桂川合流点～柊野堰堤 
・高野川  鴨川合流点から八瀬付近 

その他上流区間や支川については、個別対応とする。 
 

2-2 自然環境等の情報収集する項目 
  ・守っていきたい植物群落など 
  ・守っていきたい動物の生息場所など 
  ・特定外来種 
  ・湧水箇所 
  ・課題（課題と思われる具体的な理由も含めて） 
 
2-3 史跡等の情報収集する項目 

  ・史跡など 
  ・課題（課題と思われる具体的な理由も含めて） 
 
3. 情報収集の方法 

情報収集の周知については、“府民だより”、“記者発表”及び“ホームページ”に

て行うこととし、収集期間は概ね平成 22 年度を想定している。 
なお、情報収集にあたっては、項目に加えて、写真と位置図を併せて情報提供し

ていただくこととし、写真の著作権は、京都府に帰属することとする。 
 
4. 収集した情報の可否等 

  収集した情報の可否等を判断するために、学識者等に意見を聞くこととする。 
 
5. 取りまとめ方法及び公表 

 収集、整理した情報は、公共交通、使用可能なトイレ等の情報と併せて整理した上

で、「鴨川自然環境マップ（仮称）」、「鴨川史跡マップ（仮称）」を作成し公表する。 
 作成した地図は、印刷物として配布するとともに、ホームページ等で公表するもの

とする。なお、ホームページでの掲載は、利便性を考え GIS 等の活用を検討する。 

資料④ 



 また、情報、マップ等の更新時期は集まった情報量や内容により、今後、更新時期

を検討していき、適切な時期で更新することとする。 
 
6. 貴重種の取扱い 

 収集した情報の中で、貴重種等の取扱いについては、学識者等において公表の可否

等について十分検討し、その取扱いについて決定するとともに、構成メンバーは、決

定事項は遵守するものとする。 
 

7. 収集した情報の活用 
河川整備や維持管理の中で十分に配慮するとともに、課題となっているものについ

ては、改善できるかについての検討していくものとする。 
 



( )

21

•
• 40
•
•
•
•



•
•
• 9
•

H20 60 28

•

etc

• 300
•
•

•

etc



• 10

•

•

•

•

–
–
–
–

• 21

•



•

•

•

•
–
–
–
–
–

•

•

•

•



•

•

•

•

•

–
–
–

•

•

•

•

•



•

•

•

•
–
–

•
–

•

•
•

•

•

•
–
–



•

•

•

•
–
–
–
–

•

•



•

•

•


